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	製品名: CaMKIα（リン酸化Thr177）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	カルシウム/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼIは多くの組織で発現しており、カルモジュリン依存性プロテインキナーゼカスケードの構成要素です。カルシウム/カルモジュリンは、酵素に結合してカルシウム/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼIを直接活性化し、カルシウム/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼIキナーゼによる酵素のリン酸化と相乗活性化を間接的に促進します。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,ドメイン：自己阻害ドメインはカルモジュリン結合領域と重なり、不活性な折り畳み状態で触媒ドメインを擬似基質として相互作用します。,酵素調節：Ca(2+)/カルモジュリンによって活性化されます。カルモジュリンの結合により構造変化が起こり、基質とATPの両方の機能的結合部位が生成され、立体構造内自己阻害が解除されます。最大限に活性を発揮するにはリン酸化される必要があります。CAMKK1またはCAMKK2によってリン酸化されます。機能：カルシウム/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼ。カルシウム誘導性シグナル伝達カスケードに属すると考えられており、転写調節、ホルモン産生、翻訳調節、アクチンフィラメント組織化および神経突起伸展の調節など、多くの細胞プロセスに関与しています。ERK経路のカルシウム依存性活性化に関与しています（類似性による）。基質コンセンサス配列[MVLIF]-x-R-x(2)-[ST]-x(3)-[MVLIF]を認識します。EIF4G3/eIF4GIIをリン酸化します。試験管内において、CREB1、ATF1、CTFR、MYL9、SYN1/シナプシンI、SYNII/シナプシンIIをリン酸化します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。CaMKサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,細胞内局在：主に細胞質内。,サブユニット：モノマー。XPO1と相互作用します。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	神経科学
	画像データ
	

	リン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）の免疫原に対するCaMK1-alpha（リン酸化Thr177）抗体を用いた酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	CaMK1-alpha（リン酸化Thr177）抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CaMK1-alpha（リン酸化Thr177）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	インスリン0.01U/ml 15‘処理したK562細胞およびインスリン0.01U/ml 15‘処理したJurkat細胞のライセートを、CaMK1-alpha（リン酸化Thr177）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

